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紫藤・松田 (2010)によれば，知的障がい児
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手助けを受けたり相談したり環境にあるとは

感じていない状祝がある.

そこで本研究では，このような状況の解決策

に資する知見を得るめに.障がいのある子ど

るJ葛藤や不安，干 γ

十ることを目的と L

j戻が出まし、ーァP 、シヲF

¥.. ;~-

不安，就労

:) (2007) 

親，キーワード:障がし

、ノ、、

ロ
よりも生きろ

めのコミュ

、干、

，. 
，~)ノ

と考えてい j九

を抱えなが f ど私があの子に頼

との子私しれない.生きる怠1府立てるの
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を行った.インタピコーはj正いのある 20歳

の母親 2名に実施した.

インタピューとア./

る等，親にとっても障がいのある子どもの存

在がノ1:きる慢となり，将来を悲観するだけでな

く子ど弘の成長に希望を持つ姿も確認された.
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，障がい者雇用副題の改善が

されつつあると感じているが r職業訓練とし

て朝9時から夕方 f時rξで[3♂Jの製品をずっと

作ってたんですけど叶1略)，袋に入ってる千

円か2千円安子見たときに現実を実感しか.聞い
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